
日本歯科医師会の策書対策

公益織団法人 嵐本歯科医齢会

0大規模淡審発生直後の選遼な初期対応

0中1長期暉わたる畿撃生着者合の対寒
③地域歯科医療の速やかな復旧等の実施

そのために重要なこと‖ま、
日地元締政iまもとより、

1警
察や自衛隊を始めとする災害齢

期応rこ係る各組織1団体との連携の構築
日級災した都道府県歯科医師会のみならず、日本歯科医

師会及び近磯の都道府黒歯科医師会がそれぞれの役割

を果たしていく
,



羮響騰‖こ歯翻が国簿ずべ番方曲醤果たずために

率前‖こ実施ずべ番目篠

鎚害発生から速やかな初期対応と、復鵬までの継続齢

支援を実施するための体制整備

淡害‖こ強じヽ地域歯総医師会づくりは羮書歯講諷串ザィ

ネーターの設置と、圏歯及び遊隣県歯秘医師会ミ縮強

等とのネットワークの構築

フェイズごとに求められる歯利保健活動

●発糞塵後

04懇 踏闘以肉

0塗 遇悶以内

⇒堂存被曽著欄重による緊怨価愚季茎

⇒田腱鞭顔面燥傷への購慾鰹簿、

後滴支援癒瞬への搬送    ―

⇒組織曲な趨調医療数護活動 (巡圃曲斜診療)、

逮難所讐での寵斜保鰹鮨導
⇒リストを作成、しく診療を閣関じ庭 医療機関と運騰

⇒嬢痛からの解般、栄養摂駅画能な国鰹困への閣建

鞄戯歯科産療機関へめ電‖き縄蕃
⇒中長期的題難者支援
(逮難閉等での歯利保縄寵導、

受醤閣逮嬢病の最陶ミ圏腱ケフ》
Ⅲ

2

羮書の幡閥軸で、求められるものは異なる

0数 が劇穂



・外傷等への細繭

・慾横期の歯斜屋療

・中長期の歯調医療

・呻長期の歯利保健

・多数遺体の発生

;療晦申莉篠繋餡蟹塗国

C歯
硝

簿頴窪悠従事着等

1 被 袋地⇒食圏

●糞書現揚

●地期曽欄医師会

●都道府県歯騨医師会

●日本歯斜医師会

災馨1歯科ヨーデ〔ギ、系―夕■|が必要



例えぱ

被糞蘊適癒ン歯コ寺ディネ寺ターの検書』

O全 体の機羮状況の把握   |

0被 鍵県衛殴との選騰

G県 内曲動書の議襲    1‐

O蠍 璽葱窒薔紹髄燥桂配送   |

① 費緩幹事県との様熊悉調整 |

● 黄緩鞠費の依頼越位翁‖プミ酉8選

G関 係圃鶴越②蓮騰講襲  讐

大規模炎署時の歯科保鰹医療支援潜動

発災後の時間的経過 保健医療活動 歯科保健医療支援活動

フェイズ 0
被災直後

<生 存被災者相互による救出、脱出、応
急手艶>

フエイズ 1
48時 間以内

<系 統酌救出医療 >
災害現場、救護所での医療

DMATの 介入
トリアージ→広城 (城内)搬 送
高次医療

<圏 腔顎顔面外傷への対応>
応急処置
後方支援病院への搬送

フェイズ 2
2週 間以内
(～数週間)

<初 期集中医療>

各科専P号医による緊急治療
救護所 避 難所巡同による専門医医療

心理的外傷性ス トレス障害 (PTSD)
のケア
災善関連疾病の予防
生活不活発病、エコノミークラス症
候群予防

感染症対策 (防 凌対策)

<応 急 (緊急)歯 牟‖診療>
定点診療拠点 (救護所FTl設)
巡田診療 (避難所)

<巡 回周雄ケア 。圏腔衛生指
導 。啓発活動>

避難所 。社会福約L施設 。福
祉避難所等

フェイズ 3
被災後数か月から

数年間

<リ ハビリテーション>
リハビリ、災害関連疾病の予防、心の

ケア

<中 長期的避難者ケア>
災善関連疾競の予lSB

襲介護者 ・要援護者 訪 PH8
田腔ケア

地域園腔保健の再構築



購闘曲経過迭歯科保健医療童援活動

館期蜘歯耕保縄塵療支援活動

フギ抑
t  _ ■

7 撃す本ゴ
国腱顎顔面外傷への対応

感急処置 後方支援癒院への搬送
「

長期鞠圏科保健医療支援活動

ウ主ィ栞3

彰 :日本歯科医師会雑誌62(0,2009.

① 病院歯科は国般外翻等のサポート
② 大申病院等め歯科学―ムを出動

① 病院歯翻g田腔夕ヽ剃等サポ串ト
② 自衛隊歯科医宙の災害派遺

感急歯斜診療
楚熊診療 :歯潮曝癒救護開
巡国診療 :避難溺巡回診療

警察歯科医会活動 +  1
歯納曲身元確認 個 人識掲J資料め擦取と贈合

発災時の具体的活動<地 域歯科医療活動>

地域歯科医療活動のフ回r①
(緊急歯秘医療から避難者の由腔ヶ7ま で)

災書関連疾端の予隣

避難閉巡田‐図腱ケア
図腔衛生指導
園腱衛生啓発活動

地域歯翻保縄活動
訪闘囲腱ケア検診癒動

櫨設住篭 届 轄

i介護保験施設

司.緊急歯科医療(初期対応)
① 病院歯科。園腔外科での対応
② 拠熊避難所での対応

目曲地まで

交通が可能な場合

交通困難及び早期
に歯簡隊等が出動



発災時の具体的活動<地 域歯科医療活動>

地域歯翻攘嬢満動のフ寧キ②
(緊急趨識医療から選難番の圏腿ケアまで)

発災時の具体的活動<地 域歯科医療活動>

地域歯科医療活動のフ田―③
(緊急歯科医療から避難者の園股ケアまで)

フェキズ9

2日被災稽歯翻医療 (避難醐1隈か紋災鮭緒期)

拠焦腿難蹴に診t・A機 能を設置する場合

程轄選難など地域で避難離を形成する場倫

大学病院等の歯榊チームと縮酸の歯翻チーム
日歯科医師会の歯融チ■ム結成
自衛勝災書派遣の民生支援に歯納を含める

診療可能な会員診療醐が期応
資器材の設置、柄料の盟備など
巡国歯科保縫医療活動、会員のボ勢 ティアチES―lム満動など

3.選 難番ケア(仮設住宅鮭満‖まか在宅避難鐘緒まで)

ンティアセンター等の

診療可能な会員診療訪が対応

被災した会員診療跡の復‖国対策
領設往篭等への諭闘チームの編成
巡圃園腔ケア活動の継続

行酸の長期支援諦圃に『専閣曲圏腔ケ7及 び指導管軸 を入
g巡国圏控ケア活動を鱗 県歯が運営(人員及び固―芋―ション、賛器材等)

③巡国チとムからの情報収集及び対応
③協殉会員韓 ンティアによるチーム編成
。圏歯と支援幹事県由の運騰による

0ボ 勢 ティアの袋員の登録及び活動の支援



都道府県警察本部

日本歯科医師会
都道府県歯科医師会
(警察歯科医会等)

郡柿区歯科医師会
(警察歯科医会等) 各協力都道府県

歯科医師会

遺体収容所

策災県
遺体収容研

外部支援必要
協力要請

出動要請

発策1時の1物1資の1流れく地方型策害③>

被災県対策会議

支援要請
支援計画にある項目の

1週間程度の魅要物資を予想
→不足分を要請H調整

被災地域以外の郡輔塵歯へ要請
(地戦での備蓄分)

県歯'都市区歯合圃対策会議

被災ltL城君ほ市区歯



発災時の物資の流れ<地方型災害②>

仕交瀬すの上、発送

連携調整⇔支援誹圃
(協麓県歯の物賛不是翁を園歯から金田‖こ依頼)

⇒支援幹事県歯へ発送H舞送紛 ジュールは田歯で調整

発災時の物資の流れ<地方型災害③>

②被災黒が不是じている協資の支援を要蒲尋協黛黒歯
摘よび田歯に依綴串支援計醸(幹事黒歯)による

協定県歯(幹事鴎歯)
協盛県曲内の綱動分を早期確保尋縦 汚法

を幹事鼎(行政g自衛隊)と協議
(協定鼎歯備薔鈴)

輪選路確保なら直接被災県ヘ

被
災
地

Ｈ
幹
事
県

の
支
店
に
依
綴

物
資
を
輸
送
じ
保
管

各都道府県歯の備蓄分

製造各社,材料繭網合流通備蓄劣
⇒幹事県支店また‖ま

被災爆の支購ヘ

臨衛隊等緊急輸送機関(串典機関)
⇒幹事嘱餞衛隊
幹窓国の確認と調整



藁 : ]

弓静
その他の

都遺府県歯科医師会

痛院歯科

歯科大学

被災県医師会

厚生労働省

警察庁

日本法歯科医学会

日本医師会

算 鵠
被災県

薬剤師会

被災県歯科技工士会

歯科衛生士会

歯科材料商

骨――
押
―
―
非
・

目 恭 歯科題節会揺鑑る奨導
< 率 就3 等産～率〕

率威愚辱度～

甲威 14年 度～

甲威瑠9年 度～

甲威塗1年 慶ん

甲威曇¶年6園

甲威塗塗辱痩～

甲威2塗 鮮愚燭
甲威塗8年 6園

率威塗4年 度～

甲威量4辱 6魁

黒色は日本歯科医師会関係、嵩色fま自関係

金田警察歯斜アォーラ△

警察歯斜医袋釜国大会
警察歯利医豊元礎調翻修袋
羮書購輛策 。警察歯斜総金機識会議
→太繍緩擬醤購腫総tヴ

め
る歯騨保健踵癒種漸施葱課題艦:

警察庫桂圃恭溢歯斜隆攀会が 『趨閣鑑遠の標韓的な聾鰯』
設建
羮醤由―ディ幕―ター翻修袋 ※ 年 報田闘鰹
「太親模鍵馨購の瞳翻隆翻会衛動誹醜 鎌建

邁上保費犠と協建締結
※邁上保景国が取り搬Э駈体の自元罐認器の国的で締Э
趨霧鑑建のための趨斜攘鰯の明煽への並袋讐

全国7地 区羮轡艤斜コーディネーター翻修黛
駆因究瑠量濃 『警察馨が取り搬ら既体の関因又は自元の
調酋馨|こ関する選鶴』 (輌因畠元調董濃》 『死因鋪Q周等の
推進‖こ関する法鶴』 (進進法》威童

9

ユさ



黒色fま園恭歯科医師会闘係、青色‖よ国関係

率威25年 の園

率威塗6年 愚凋

率威塗6年 6薦

甲威旦6年 G魁

率威26年 7薦

率威26年 11月

平成27等 星魁

平成盈7年 G周

平成27年 4月

『太規模羮醤時の趨利医師会衛動計画」敵謂
※ 略 流確認マ五ュアル』窟密

厚生労働省 「歯斜診療情報の標準4とに関する検討会』設窪
※歯利診療情報の標準化に関する実証事業開婚
(受話者 :新潟県歯栂医師会)
F危機管理親程」IT危機管理基本計画』 機 簿期策本部親
縄』 『事業継続計画 (BIや 》<太規模羮簿幡編>』 策建
『死困究晩等推進計画」を自議決定
遷上保安庁とめ鶴定見直す
※ 『踊因究萌等推進計画』|こ劇する形‖こ見直す

警察貯極大規模奨署時の磁麹‖こ関する磁定を締結
千葉、東療ミ嬌玉、紳奈川鶴都県曲科医鰤食越施設利隅‖こ
関する組互脇定締結
『太親模奨警幡1こ総|サる役職員の衛動マ重ュアル』策建
羮書歯利保健医療連絡協議会を設置

1 9

厚生労働省    i
「歯科診療情報の標準4とに関する検討会ゴ

く設置の薔景> ※ 平成26年 十こ設置

東日本太震糞に船ける島元卒明遺体の島元確認|こ総隙て、窮元

苓瑚遺体が萄する歯利閉男と歯科医療機蘭 《痛瞬 。歯利診療断)
が閉有する生節の歯利診療情報を照含 ・鑑定することによる勇元

確認の有効性が改めて示された。
歯利医療機関が保南する電署抑ルテほついて窮元礎調‖こ餐する

歯調診療情報の標準4じが図られてしヽなじヽため、モデル事業を通じ

て標準鮨の種のお1こつしヽて検討する。

歯科診療情報の標準4しにより、

畠元確認B書の迅速なスクリーエングが電餞|こ!120

1 0



厚生増倒省 歯 騨診療情報の標準鮨鮭圏する彙誕事業
(平成25、 26年 度結果概要》

【平成25年度】
◎歯科診療情報の標準26項 目からなる 「標準プロファイル』を定義じ
て比較照台実験稜衛しヽ、隠しヽ精度で自通の照金が電能でぁることが翁
かつた。

<マ ークシートの陽箇>
1,768人 のデータベ毒ス検索窪衛っ庭結果、ほ‖ぎ全員が検蕪リスト

の上位10/。1こヒットしてくることが判鯛‐。

<レセヨン帥弾データの場翁>
87医 療機関、電3,88瑠名劣のデータの書鋼性を確認した結果ミ

レセコンのデータt惑情報を有する増ど15苓程度じ容ないが、約7割
覇の細象着危ついて高精度な絞り込み (上位10/c)が可能であるこ
越が判咽。

【平成26年度】          ′

◎歯斜診療情報を標準伯するためのヂータ様式 (働腔標準データセット)
を作成

厚生労働省 歯 科診療情報の標準化に関する実証事業
(平成27年 度事業》

○□腔状態標準データセットの拡張

○拡張t/た□腔状態!標準デTタ セットの
フィジビlJディ検証

○データバックアップの在り方の検証

参書までに…

平成28辱 度 ―
⇒平成27年 度の実証事業踏まえ、

複数のベンダー|こよる使用検証等 (尋定》



糞警時対策出警察歯科総合検討会議①

憲諮闘 。検調事捜】
◎平成21～ 22年 度

。警察歯科医活動のネットワータ構築と災書3等の島元確認対策
。大規模授穏時における救急歯斜保lle医療対策

◎平成28～ 24年 度
・大規模災憲B書に関する行動計画

!段
び厚生労働省、警察庁、濁止保安庁ヘ

自衛隊等との連携体制の見直じ
。東日本人震災に関わる被災状況、歯科EX螂会の活動状況等の駅りまとめ
および評価

・諸外国で発生した大規模糞醤時の歯科医鯛余活動に関する外務省等との
連携|こついての駅りまとめ

。身元確認マニュプルの見直しの検討
G窮元確誦ソフトの統一イじ等の ‖Tイじ推進についての取りまとめ

【諮問 。検討事項】
◎平成25～ 27年 6劇

。大規模災憲B書の歯利医師会行動計画 (改訂版)の 内容の普及と、都道府県
歯科医師会および郡市区歯科医節会にお1する行動計画作成の推進

む厚生弟働省、警察庁、防衛省、海上保安庁などとの連携強イヒ
。都道府県歯科医師会間における災欝時の協定締結の促進
。厚生労働省および警察庫、内闘府などとの連携に基づく、勇元確認に資す
る歯科所踊の標準イ協の推進、およびデータベースイ協

・災醤歯科園―ディネータ車研1霧事業の見直し
ゆ諸外国での大規模災彗発生8等の歯科医師会活動に関する外務省等との連携

◎平成27～ 29年 6劇
C災豊歯科保健医療連絡協議会を踏まえた、受富8等の歯利保健医療の在のお
。災聾歯科コ尊ディネーター研修会の在の方
。警察歯科医会全国大会の在のお
。厚生労働省および警察庁、内閣府などとの連携に基づく、身元確認に餐ず
る歯利前見の標準イヒの推進と、その後のデータベキス化の種のお   2'
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策書歯科コー7~fネ~ター研俸会①
く目齢>

畷 醤歯科コーディ幕―ターの種のお』をメインテーマ|こ、慾衛酸 o

団体等の逮騰腫基づく災醤贈歯斜保健匡療活動やt」 MAT総 論な越
|こつしヽて総念曲な翻修を縮うことで、受聾隠底適確かつ迅逮な対癒が
できるような人紹の養威を圏鮨す。

<後 援≫

隣衛省、厚鮭増働省、警察庁、通止保安庁、佼益社圃法人国本屋師会

<開 催県>
全圏7曲 区都遷府県歯利鍾鰤会

※金田7飽 区 (7箇 閉)で 喪髄

災書歯科コニディネニター研俸会②
【テーマの変選《平成22年度～平成23年 度》】

◆平成22年 度
,大曇災書事故における警察歯科医 (会)|のあり方
。警察における死体駅般い業務をめぐる現状と課題
。日歯行動計画
・災書対象をより実効性あるものとするために

◆平成23年 度
や目城県における身元確認作業および ‖Tの 利活園
。大規模災書8寺における勢元確認作業のあるべき姿
G東 日本人震災における園本歯科医師会の対応
。大規模災雷8書にお|する自衛隊歯科の活動

(歯科 。保健医療支援及び窮元縫諦
G警察における死体駅扱い業務をめぐる現状と課題および大規模災書時の
勇元確認作業にお|する協力体制

う
Ｄ



災書歯科ヨーT~fネーター研俸会③
ほテ中マの糞経く率戯24年度～平成25年度》〕

◆平成24年 度
。大規模災議B書の歯利EII師会行動計画
・災憲B書の歯利保健医療の提供齢 」
・島元確認作業の実施
・各都道府県歯科医師会の連携

◆平成25年 度
・総論

編 動計画の作成の仕お、各歯科医師会間の相互支援協定のポイント他)
。災書B書の歯科保健医療の提供体制
。島元確認作業の実施
e各都道府県内および各都道府県歯科医師会間の逮携

災書歯科ヨニ裁 ネニター研修会④

【チーマの強通《平成26年度～平成27年 度》】
◆平成26年 度

。総論 (災醤時歯科保健活動の在の方、災書歯科ヨーディネーターの役割と
位置付け、医療計画や地域随災計画の評4面、法翁等の動曲)

G災善時における歯科医師会の対応 (岩手県)
。」MAT総 論
。勇元確認作業の実施
G受霞時歯科保健医療における□腔アセスメント

◇平成27年 度
G総論 (災書B書歯科保健活動の在の力、災雷歯科コーディネーターの役害」と
位種付け、医療計画や地域防災計画の評価、法翁等の動向)

C受雷8書における歯騨医師会の対応 (着手県)
。JMAT総 論
。災書時の医療チームの活動
G晏元確認作業の実施
。葉餞時歯科保健医療における□腔アセスメント
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策審歯科保健医療選絡協韻会①
<国 軸> ※ 平成27年 4縄 設圏
大規模農受後の避難所 。仮設住宅、機災着等への歯科保健医療の提供は、

厳鑑霞黒穐最聾囲緞懃毬曇巻r課懇橿薔ンン麒欄翻
必要である。
そのため、国本歯科医師会主導の下、歯科関係団体同士の連携や災蓋対施に

関する調識の共通イ協を図るとともに、各歯科団体独自の衛動計画等の情報集約
や共有在健し、有事に際して圏や都道府県との連携調整を衛い、被災地の歯科
医療救護や被災薔の歯科支援活動を迅速に効率よく衛うべく、協議していく。

<参 画団体>
①圏本歯科医師会 ② 都道府県歯科医銅会 (全国7地区歯科医師会)③ 日本
歯科医学会 ④ 日本私立歯科大学協会 ③ 国立大学歯学き日長 C歯学部附属病
院長会議 ◎ 全国医学部附属病院歯科□腔外科科長会議 ② 圏本病院歯科□
腔外科協議会 ③ 日本歯科衛生士会 ◎ 日本歯科7rF工士会 ① 全国衛政歯科
技術職連絡会 ① 日本歯科商工協会
※牙プザーバー :厚生労働省、国本医師会 (UMAT関 係者)、 防衛省|まか 29

災書歯科保健医療連絡協議会②

憲確認事項】
○大規模災書B書等に向けて歯科関係団体周士が有機的に連携し、災雷対応
に関する認識の共通イ魅を図ることを各団体の共通認識として進めていく

①今年度の国標として、災雷歯科保健医療連裕協議会に参画してぬる各団
体の役害J分担を記載し、各参画団体が共有する災善歯科保健医療に係る
マ量ュアルの素案を作成

憲協議事項】
○災書8きの歯科保健医療の在り汚 |まる`



参者:資料編

本邦における大規模災害時歯科保健医療支援活動

発生年月国 地震名 既者・不明者 歯科保健医療支援

平成5(1993)年7月12日 北海道南西沖地震 死者 230,不 明29 応急診療

平成7(1995)年1月17田

異庫県南部地震

(阪神口淡路大震災)
死着 6,434不 明3 応急診療

平成16(2004)年10月23日 新潟県中越地震 冤者68,不 明0 応急診療、歯科保健活動

平成17(2005)年3月20日 福岡県閣方沖地震 死者1,不靭0 応急診療、歯納保健活動

平成19(2007)年 3月25日
平成19年(2007年)

能登半島地震
死者1,不明0 応急診療、歯科保健活動

平成19(2007)年7月16題 新潟鼎中趨沖地震 死者15,不明0 応急診療、歯科保健活動

平成20年 (2008)隼6月14日 岩手E富城内陸地震 死者17,不 靭6 応急診療、歯科保健活動

平成21年(2009)年8月9閣

～8月13田

平成21年台風第9号

(兵庫県佐用町)
死者25,不 明2 応急診療、歯科保健活動

平成23年(2011)年3月 1ヽ園
東北地方太平洋沖地震

(東日本大震災)
死者寄明者2万人以上

個人識別。応急診療

歯科保健活動
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過送の鍵響にお‖する応急菌科診嬢□歯秘保健データ

図 9 巡 回診療における病名分類

阪紳田洪路太震災

巡田診療
ユ/21と3/31

載i(25,6%)

図11 巡 回診療における処置内容

紹介(6,7
その他
2ポ0!0邦)

横診のみ
(7.9%

歯磁炎
(4.4%〕

義歯樺理 ,

義歯競翻(4,3%〕
経過観察(0・2%)
田腔外科処置(3f畳ュょ

歯内憲法(4.7%)

鋳造冠作製(o,2,
義歯総失,欠 穏6.7%

7

6

5

4

3

2

1

0

外傷 (1.7%

粘膜疾患 歯局炎
(1.5%)膿 務、顎炎

(9.0%)
(12.27°4)

殺案

単治 宮Z発填

JG 貫占弱馬

岐合調整

切開緋膿

処置内容不明

11/1     11/2     11/3     11/4

く卜消炎鎮痛処置
奪 撤 鵬

1 1 / 5   ヽ1 / o   ■/ 7   Ⅲ1 / 8   1 , / 9

-口 腔外料処置
~線 ・観 物軍装着

17

H / 1 0   1 1 / 1 1   1 1 / 1 2   H / 1 3

出典 :歯科医療寛援活動報告書 34
(圏歯新潟)

歯根醸炎
(7.8%)

消炎鏡痛憲法
(12.4%)

歯周処置
( 1 1、4% )

出襲:阪締E淡路大震災と歯稲躍嫌(果庫県病院歯科躍会)p24～26

遇養の災害におfする応急歯科診

臨辰

療日歯科繰健ザータ
新潟県中越地

消炎鎮痛処置 消炎鏡痛処置 原因疾患

26

18

9

7

3

4

歯周炎急性発作

鶴蝕

歯槽由歯肉膿瘍

根尖性歯周炎

智歯周囲炎

歯髄炎

国内炎

不明

14

13

8

8

5

2

1

1

その他

脱離   く 墜

主‐な処置内容の1経時的変化

10た8  19/29  10/30  10/31



遇去の策害における応急歯科診療口寵科保健ず―タ

潜季県歯科医療跳 2錨1年4月～5月給嬢内容
(愚番総数1457名、男性612名、女機845格)

均甲エス処置

鯉橿肉容掲8書J合 抜髄

根管処置

充填処置

普通処置日他■カリエス処置

日外科処置

盛義歯闘係

■脱離

口指導Bその他

義歯闘係

議歯調整

義歯修理

T…Oond

リベース

義歯新製

置B象 HBT

着手県歯科医師会報告書
2011,3,11 東日本太農災と地域歯科医療

２
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０
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577

東日本大震策における

歯科保健医療活動への派遣(7月14日)

岩手県 富城県 福島県
出動
人数計

延人数計
出動人数

i避人数 出動人数 題人数 出動人数 軽人数

歯科医師会関係
（
Ｘ
ｕ

ｎ

ｖ
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Ｒ
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機工士会関係
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事務局
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派遣先 派選元 派還者 4月 5月 6月 7月 8月

着手

千葉 憶科ほ節、歯科簡生士、連報手各1名
の 管、歯科練堂士のセッ常gl週間交代、選帳羊はその熊 岩手滞在

愛知
歯科医師、歯科岱豊士各 名ヽ(473～S)

運転手各H名(4/3-3)
曽科底欝、歯科衛生士各2名(4/14～23)

‐

4/3～6720準間い現地に奏ねる。また、業藤の結鶴はs728まで

峨阜 運転幸、超転手助手各1名 舗
日歯 歯科医8F(2名) 田

5/26～翔潮未定,現在、釜石市

宮城

栃木 歯科ほ綿、歯科荷生士、事務局、運転手各1名
H

4/3～73担 し、経岡 R器)のみを賞与し、人員は掃麟

広島 運転キ2名 け

徳島 歯科医師3を、歯科締生EL2名、連航手1名

京都 歯科ほ鯖、事務局冬H名、運転手2名 吟
ま181

福島

東目恭太震災にお貯る
移動診療事の稼働状滉

東園本大震災における横死等済み死体の歯科情報を
記録したデンタルチャートの件数等(警察庁調べ)

4′671

9;522

1す096

15′799

2′690

4,978

1,051

8′719

4,57母

!9,34フ

1,603

15,528

2011年3月17日現在

127

8フ愚

199

1′20■

東日本大震災の身元確認作業における歯科所見の擦撤数(函歯調べ)

紬2′700

論勧5,000

紬I′わ占b

輪勧8′フSの

(日本歯科医師会が各県歯神医師会を通じて構ね把握している件数)

19
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薫圏黍太麗羮にお母する
霧元髄謡鶴襲への派遣(8月を6園》

東園恭太霞焚‖こ総〔サる

緊懲支援協費送簡リスト

平成23年8月17回現在

着手県 雷競黒 福島県 合計数

自県活動実人数
165

(7/23酷編)

295

(5/27で終了)

‖33

(6/1時綜)

ら

３

措手黒 圏城県 幅晶黒 合計数
圏歯派遣分 題べ300 題べ760 延べ35 越べ1,095

自県活動分 醒べ378 延べ予34
超べ395

(うち自衛隊164)
睡ベキi504

合計数 延べ675 進べ1,494 醒べ430 廼べを,599

無償提供 法人日

分 類 品 目 岩手県 宮城県 福島県 総 計

圏腔衛生用愚 スポンジブラシ(本) 9,000 10,300 12,322 31,622

7ズノールうがい滋(本) 1、200 3i330 1.254 5,784

デンタルリンス(本) 4、038 10.586 3,792 18`416

歯ブラシ(学童用)(本)
72,953

28778 16,787
2331429

歯ブラシ(成人用)(本) 67,399 471509

義歯保管ケース(個) 4,794 6,044

義歯ブラン(本) 200 472 943

義歯洗浄剤(鑓) 76,704 100,320 571648 234,672

番ブラシ(本) 300 1,146

歯間ブラシ(本) 24940 6,740 4t615 14295

デンタルフロス(本) 1.370 1.660

贈磨剤(本) 19,764 20.946 24.446 65,156

ジエル歯磨きセット li000 1,000 1,000 3.000

フッ素ジェル(本)

ポケットティッシュ(個) 11270 i.020

プラスチック製コップ

浅歯安定剤(個) 733

牛シリトールガム(個)

小児用歯ふきシート(枚) 500

果湿寄1(個) 2376 5776 8,152
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診 藤 隔 懇 奥 等 カートリッジ注 身す器 (箱 )

歯科用注射器 (箱)
ベンライト(本 )

午ヤビ トン (網 )

ユージノールセメント(紺)

民P重 レジン(組 )

宣ヽ隼 (本)__
896

用 セ メン ト(網 )

ンリコンポイントて籍 )

筆 クや枚) 106フ 00 138.200 107750 352650
ロン (犯に) 16,000 41.000

lAコップ (個 ) 45000 54,000 51フ060 156_000
ロー ル ワ ッ手 鮪 め 207
伸花 (箱 )

消議 用 ア ル コー ル (本 ) 1297 1、510 4,489
ウェルパス (太 ) 250 300
50/6ヒビテン(本)

ディスポ手袋(枚) 96200 105,300 350250
ペーパータオル (枚 ) 22,600 a7350 62950
デンタルタガウレ(枚)

341400 484魚 0 50460
デンタ,レミラーイ水) 3.720 2ムeSO 2.750
丁ウ ン (枚 )

ミラー &ホ ルダー (個 )
120

fン セット(ヨト) 300 ,.520
考 スポメス (本)

ジ ン研 磨 ポ イン ト(描 )

シリコンポイント(籍 )

型 用 充壇ル ~訳 箱 )

ァンタルフィルム (個 )
マイクロモーター“(台 )

医 薬 品 !撞 襲 (本) 1616 1,616 508
ヨードグリセリンて籍)

!理食 塩 水 (本 )

その 他 ― ル ベ ン で太 ヽ 200

廿穀 〔籍 )

分類 品 目 岩手県 宮城県 福島県 総 計 金額

診療用器具 等 デジタルレントゲン撮影禁置(台) 1 1 判1470.0帆

医薬品 解熱鐘痛消炎潮(錠) 25,000 対,43817は

売生物質(鑓) 24,000 ¥3,623,74:

荒菌薬(鐘) li500 1,500 1,500 41500 ¥2押88,05t

ヨ内炎治療軟富(本) ¥50,00千

肖毒案(本) ¥667122t

上血案(本) Ｖ
予

※震災後、4回にわたり上記紋災3県に費援物資を発送した。

X上記以外にも本会指示のもと、各業者から被災3県六直接物資を発送したものもある。
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都道鷹県匡療計画|こ総‖サる

へさ地

周産期

小  児

21都 道府県
(45%)

48都 遷癒県
(9瑠 °/。)

34都 道府県
(720/。)

3都 道府県
(6°/。)

9都 道府県
(19°/。)

47都 道府県
(l③ ③°/。)

日本歯科総合研究機構調査より

北海道

檀  匡憂曇
東  秋田界

麓  患揚畳
福島県

茨城県

関  栃 本県

轟  群馬県
案  千 葉県

東  埼 玉県

露  東京都
区  神 奈川県

曲梨県

長野県

新潟県

静岡県

愛知県

三重県

岐串県

富曲県

石サll県

福井県

滋贅県

和歌山県

奈良県

京都府

大阪簡

兵庫県

東
海

。
信
越
地
区

逓
畿
批
醸
麹
区

Ｏ

Ｏ

Ｏ

①

①

Ｏ

①

Ｏ

①

Ｏ

Ｏ

Ｏ

①

①

Ｏ

中

Ｏ

Ｘ

③

討

０

０

０

０

③

①

①

①

Ｏ

Ｏ

Ｏ

横

○

○

①

○

①

①

①

X

○

○

X

①

○

X

○

§事業技ぴ在瑠への歯利の記載状況

2③都道府県
(430/。)

司5観適癒県
(82°/。》

22都 道府県
(470/。)

2都道府県
(4%)

6者B道府県
(130/0)

36都 道府県
(77%)

災書時‖こ係る協定締結状況① (率威27年10周現在》

○

①

○

⑤

〇

O

○

O

○

0

0

○

①

○

①
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撻簿8書|こ係る磁定繍蘊状況② (畢威塗7年瑠③届現種)

○

○

Ｏ

Ｘ

Ｏ

Ｏ

Ｏ
支

れ
卿
地
区

○

Ｏ

①

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｘ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

串
国
■
四
園
地
区

岡曲県

烏駅県

広島県

島根県

曲□県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐糞県
i長

崎県

大分県

熊本県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

(H26.7)
⑥背景

『死因究現等推進計画』の闘議決定《平成26年6月18回》や、今年度
からの消費穣率の80/0への寄‖き上tザ‖こ伴い警察貯より支払われる歯雰

鑑定の謝金単価が改正されたことを費tサて、現状態Rllするべく平成23

辱8月よこ締結していた協走書を見直じ

◎圭な見直じの肉器
。 「法歯学朝修」を『死困究明等推進計画』に歌めるとと割こ、その条文

書『政府が定めた死困究現等推進計画に規定する施策につしヽて、目
恭歯科医師会、都道府鶏歯科医師会、都輔睡歯科遷節会及ぴ海上
繰安庁が協力して実施することとする』‖こ改正。

C 海上保費貯から支払われる歯雰鑑定の謝金単嗣等の経費tま警察廉
に準拠しているが、消費税率の寄lき上tザの都度、協燈書巷見直ず退
とな圃避じ、刑事課長通知を発出して担繰。
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こ怒                         圭 二tま丘主畠迭込基転速二↓お込姦鼠品込違三と遼と違墨込込ま1姦釜1占

⑥目曲 ‐   ‐

警察庁との連携強他の中聴として、大規模災害が発生し多数の死者が
生じた際の、ど遺体の身元確認を迅速かつ的確に実施し、ど遺体を速や
かに遺族等に引き渡すこと

⑥脇定書の主な内容‐
8 大規模災害発生が起きた路の、被災地への身元確認に係る爵歯会

員の派遣に関する速やかな協議
・ 身 元確認活動が円滑に行われるための警察庁において必要な便宣

を圏ること

など

24



奮脚 8暑 級器に対する園恭歯秘医師会の対魅

日  時 対  応

(木)日109月 台風 18号 の影響被害として鬼怒川決壊の情報入手。

(金)

鍋 任

PM

専務理事を中心とする関係役員間で、複数県にわたる大規模災害と

の共通認識の下、被災県歯科医師会より情報収集するとともに、県歯

の要請に応じて迅速に対応することを確認。

「会員の被災状況の把握」については厚生会員部門が担当、「被災地

全般の被害状況の把握」、「避難所における日腔ケアの啓発活動」およ

び 「田腔衛生用品の理給」については総務が担当、被災 3県 (茨城、

栃木、宮城)歯 科医師会関係役員との連絡については総務担当の小校

常務理事が担当することを決定。

茨城県および宮城県の洪水被害が拡大しているとの情報が入り、

週末をはさみ会館機能が十分に発揮できない可能性を危惧し、「避難

所における日腔ケアの啓発活動Jを 即座に実行することを決定。

茨城 。栃木 ・官城県県科医師会に 『避難所掲示用のポスター』およ

び 『避難所配布用の日腔衛生マニュ
~/ル

』のデータをメール送信する

とともに、茨城県歯科医師会には別途ポスターloO部を送付。(※ボス

ターおよびマニュアルについては、それぞれ作成元の新潟県歯科医師

会、岩手県歯科医師会に使用許可を確認)

「口腔衛生用品の配給」の事前準備として、総務および器材薬剤の

担当職員が連携して、会館内で備蓄している日腔衛生用品のリス トア

ップおよび整備。

小枝常務理事が被災 3県 歯科医師会担当役員に対し、電話にて、

お見舞いと日歯として週未も対応できるよう連絡方法の確認。

「会員の被災状況」について、厚生会員部門が被災 3県 歯科医師

会事務局に電話での聞き取 り調査を行った結果、17,00現 在の浸

水被害は次のとおり。

。茨城 5件

・栃木 4件

・留城 2作



日  時 対  応

12日 (土)

A耐越8:39

ph征0:30

拙 鉦2:

茨城県歯科医師会 (小鹿副会長)か ら田歯 (小枝常務理事)に 対

し、48‐蓄田雄衛生用品について栃木県歯科医師会から歯ブラシ等の

提供を受けたものの在庫が不足し、避難所における県の要請に応え

られないため応援要請あり。

小枝常務理事が浅野専務理事に茨城県歯科医師会の要請につい

て報告 。了承を得た後、総務担当職員に備蓄している日腔衛生用品

の一部搬出を指示。

小枝常務理事が備蓄日PEL衛生用品 (歯ブラシ、歯磨剤、スポンジ

ブラシ、義歯洗浄剤、義歯安定剤など)総 計 2000本 程を車載し、

歯科医師会館を出発。

茨城県歯科医師会に備蓄日腔衛生用品を引き渡し。

1 3 日 ( 日)

PM 4:32

茨城県歯科医師会 (征矢専務理事)よ り、「今日になって各地か

ら続々と日腔衛生用品が配送されてきている。日歯からの日腔衛生

用品によって避難所生活への対応が早期にできたことが非常に県

民に喜ばれた。心から感謝する」旨の報告並びに御礼の連絡。

14日 (月)

拙 旺

PM 6:00

日本医師会と事務局レベルで今回の災害対応について情報交換。

(日医も本会同様に県医師会の要請により対応することを確認)

「会員の被災状況」について、厚生会員部門より再度の聞き取り

調査を行った。

16日  1来)

Ph仁0100

「会員の被災状況」について、厚生会員部門より再度の聞き取り

調査を行った。

25日  (:釜)

pm仁6:00

「会員の被災状況」について、厚生会員部門より再度の聞き取り

調査を行った。

10月 7日 (水)

pM1 2:00

「会員の被災状況」について、厚生会員部門より再度の聞き取り

調査を行い、14:00現 在の被害状況は別紙のとおり。



平成 27辱 台風 1愚号による会員機器横況等について
(平成 27年 10劇 7圏 14時現綻〕

′ 公 益社団法人 日 本歯科医師会

被災地 被害状況 (床上浸水 。床下浸水等) 備考

茨城県 。診療所床上浸水  10件

。診療所床下浸水  3件

。自宅床下浸水   2生

・被害状況は常総市に限る。※2

・左記以外の被害 2件

(漏電1件、断水等で診療に支障1件)

栃木県 。診療所床上浸水  4件

。診療所床下浸水  2件

。機械室長水    8件

・自宅床上浸水   1件

。自宅床下浸水   1件

・左記以外の被害 7件

(機械室に雨水吹き込む 1件、診療所雨
漏り1件、自宅雨漏り2件、漏電1件、
自家用車漫水2件)

営城県 。診療所床上浸水  2件

・診療所床下浸水  4生

・機械室浸水    3生

。診療所一音ほ損壊  2件

。自宅床下浸水   1件

。左記以外 の被害 26件

(診療所雨漏り22件、断水等で診療に
支障 1件、診療所の下水蓋流出 1件、
崖崩れで自宅の塀と庭木が一部破損 1

件、冠水した道路に自家用車が突っ込
み一部破損 1件)

埼玉県 。診療所床下浸水  4件

千葉県 。診療所一部損壊  4件




